
のりを出し過ぎたり、パーツが枠からはみ

出さないよう声掛けしながら作業する。

のりの誤飲に気をつける。

必要に応じて、手を添えるなど介助する。

・色画用紙　・折り紙　・ひも

秋の壁飾り制作

健康・生活 運動・感覚 認知・行動 人間関係・社会 言語・
コミュニケーション

色や配置等オリジナルなデザインを表現

する力の育成、目と手の協応動作の向上

を目指す

制作

15分所要時間

秋を感じるパーツの名前を一緒に確認し会話

を楽しみながら貼り付けていきます。(例:「ぶ

どうだね。美味しそうだね。どうやって食べ

るのかな?」など)

見本通りでなく自由に貼り付けてよいことを

伝え、児童の感性を尊重します。

支援のねらい 用意する物

① 外枠になる色画用紙にひとまわり小さく切

った違う色の画用紙を重ねて貼ります。

穴をあけ、ひもを通してひっかけられるように

します。

③ 物の名前を確認しながら、選んだパーツに

のりをつけます。

④ 台紙の枠の中に、はみださないように、

配置を自由に考えながら貼っていきます。

『TanQ〜探求〜』　企画：AHCグループ株式会社

② 折り紙で貼り付ける秋のパーツ(かえで、な

し、くり、りんご、ぶどう)を作ります。
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